
講師名 八重樫　光代 実務経験等

学科・経営科
必修・選択

（必修、自由）区分
履修
学年

開講
学期

標準
時間

単位数

農産園芸・花き 必修 2 通年 75 2

4月13日
4月27日
5月11日 4
5月18日 4
5月25日 4
6月10日 4
6月24日 4
7月1日 4
7月6日 8
7月7日 8

9月9日 園芸福祉 4

9月10日 作品制作 4

11月11日 ワイヤーワーク 4

12月16日 実物デザイン 4

12月21日 シュトラウス 4

1月11日

1月13日

76 時間

8

合計

成績評価の方式（評価項目、評価の観点、割合等）

評価は筆記試験、実技試験70％、平常点30％（学習態度、出席状況、提出物）により評価する。

履修に当たっての留意点等

はさみ、ブーケスタンドを準備すること。

テーマを決めて作品を制作し、展示する。

アルミワイヤー、装飾ワイヤーを使った技術を
習得する。

実物を使ったデザイン技術を習得する。

枝ものを使った花束を制作する。

卒業作品制作
2年間の学習の成果として、各自テーマを決
め、卒業作品を制作し、展示する。

備　　考
（提出物等）

作品制作
テーマを決めて作品を制作し展示する。デモン
ストレーションでの作品制作技術を習得する。

8

講義
実習

フラワー装飾技能士
２級（実技）の技能証
取得へ向けたデザイ

ン技術

・アレンジメント技術を習得する。

・花束技術を習得する。

・ブーケ制作技術を習得する。

・フラワー装飾技能士２級（実技）の技能証取
得に向けて総復習する。

アレンジメントを用いて高齢者との交流学習を
行う。

授業の目的 花の構造を知り、より高度な装飾技術を理解、習得する。

授業の到達目標
フラワー装飾技能士２級（実技）の技能証取得（技能五輪県大会を兼ねる）
を目指す。

月 学　習　項　目 学　　　　習　　　　事　　　　項 時　間
授業
形式

フラワーデザインⅡ

公益社団法人日本フラワーデザイナー協会岩手県支
部のフラワワーデザイナーとしての実務経験を活かし、
より高度な装飾技術について講義を行う。

科目区分

農産園芸学科・専門科目

使用教科書・副教材
改訂版　NFD版　よくわかるフラワー装飾技能検定試験
　　　　　　　　　　　　　　　　　：公益社団法人　日本フラワーデザイナー協会


